
✓ ご確認いただきたい事項

タイトルは「・・・・対⾯助⾔申込書」になっていますか

⽇程案内時にPMDAからの連絡で、記載内容の修正依頼が伝達されてい
た場合、修正した記載になっていますか

※ 記載内容は、様式10の2ページ⽬以降の（注意）を参考に、概要をで
きるだけ枠内に記載いただくようお願いします。申込書は、複数ページにわ
たっても問題ありません。

相談区分は、本対⾯助⾔のご案内に記載されている正式名称になっていま
すか

相談内容の概略欄に、記載内容が欄内では収まりきらない場合、下記の
通りにしていますか

１．申込書の相談内容の概略欄に、１〜５⾏程度の要点を整理した
簡潔な概略（図表等を除く、テキストのみ。）を記載

２．「詳細は別紙（ ）のとおり」と記載して、別紙を添付

対⾯助⾔実施⽇には、対⾯助⾔を実施する⽇付になってますか（曜⽇・時
刻は記載不要）

「･･･対⾯助⾔を申し込みます。」に変更していますか

申込⽇は、⼿数料の振込が実施された⽇、⼜はその⽇以降の⽇付になって
いますか

その他確認事項
提出物として、下記 I 〜Ⅲが揃っていますか（準備⾯談を実施していない場合
は、Ⅰ・Ⅱ ）
Ⅰ．申込書（テキスト認識可能な電⼦ファイル）
Ⅱ．振込受領書写し

※ ⼿数料の⽀払い者が申込者と異なる場合は、振込受領書写しの余⽩に「申請者名」「機
P○○○○（受付番号）」「代理で、○○株式会社（業者コードXXX）が振込」の旨を記
載してください。

※ 複数の相談の⼿数料をまとめて振り込む場合は、振込受領書写しの余⽩に受付番号と相
談⼿数料の内訳を記載してください。

Ⅲ．準備⾯談終了証（原本）
※ 終了証の相談区分欄が「調整中」の場合には、「区分確認票」も併せてごご提出ください。
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